
1 

 

各集落での訓練内容 

・地震による家屋の損壊、土砂災害や津波の発生を想定して、事前に定めてある

避難場所に避難する。（避難所開設、避難誘導） 

・各集落の責任者は、避難状況並びに被害状況を携帯電話より自主防災組織に知

らせる。 

・西海地区自主防災組織は、西海全地区の避難、被害状況を市災害対策本部に連

絡する。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

７月２９日（火）自治会役員と各区長、民生委員、

西海地内施設を対象にして西海地区自主防災研修会を

開催しました。 

当日は糸魚川市消防本部消防防災課の田代様、伊井

様からお出でいただき８月３０日（土）に実施する糸

魚川市総合防災訓練の要領について説明をしていただ

きました。 

 以下、防災訓練の内容です。ご覧いただき多数の皆

様から命を守る訓練に参加いただきたいと思います。 

 

 

 

１．期  日 令和７年８月３０日（土） 

２．実施場所 市内全域 

３．訓練想定 上越・糸魚川沖断層のずれによる地震が発生、市内各地で震度６弱を観  

       測。一部家屋の倒壊も発生、津波警報が沿岸部に出される。   

４．訓練日程 

   ８時００分  J アラートの緊急地震速報発出（震度 6 弱） 

          シェイクアウト訓練「その時いる場所で」 

          （まず低く）（頭を守り）（動かない）・・・１分間 

    ８時０２分  J アラートによる津波警報発表（避難開始） 

          （隣近所声をかけ合って、各集落の避難所へ） 

５．その他 服装等：運動靴、動きやすい服装、非常用持ち出し袋（１日分の飲料水や

食料、お薬等） 

         ＊飲料水の配布はありません。各自で水筒を持参ください。 
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収穫の様子 

 
 

現在西海地区では、田んぼを大きくして耕作をしやすくするほ場整備事業が進められ

ており、昨年から工事が始まった「川島ほ場」に続き、今年から「田中・中条ほ場（中

部ほ場）」の工事が始まっています。 

今年は中条地区でファームポンド（水を貯

める施設）を造る工事と、約 3 ヘクタール分

の農地を大きくする工事が行われています。 

工事はこれから複数年にかけて行われ、中

条地区から水保地区までの県道周りの農地約

27 ヘクタールが順番に着手されます。特に西

海農村公園の周りでは、田んぼ 1 枚の大きさ

が現在の平均 0.2 ヘクタールから平均 1 ヘク

タールと約 5 倍になる予定であり、市内でも

最大規模の大区画化が進められます。 

 

 

また、事業を実施する条件として「園芸品

目の生産」が必要であり、中部ほ場内では数

年前からえだまめの試験栽培に取り組んでい

ます。 

水田で畑作をするのはなかなか苦労して

おり、毎年様々な品種や栽培方法に挑戦し、

何が西海の土地に適しているかを模索してい

るところです。これから工事が進んでいけば

生産面積も拡大していくことになり、作業の

ための人手も必要になってきます。 

年々農家人口が減っていく中、大規模耕作者を中心に残された農地を守り続けていく

ため、西海地域でも様々な取組が進められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月撮影 ファームポンド工事中 

貯めた用水をパイプラインで田んぼへ届け

ます。 

農村公園 
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熱中症を予防しましょう！ 

 

＊こまめに水分補給（一日あたり 1200㎖を目安に） 

＊我慢せずにエアコン・扇風機を活用 

＊涼しい場所や施設を利用 

＊通気性のよい涼しい服装 

＊部屋の温度と湿度を確認（室温２８℃以下、湿度４０～６０％） 

＊暑い日は無理しない（草刈り等の外の作業は朝、夕の涼しい時に） 

 

 

 

 

記録的な高温と少雨で渇水が続いて

います。三峡パークの水量が減少して

いるので７月２５日（金）に水源地上

流の駒ヶ岳の滝まで水量の確認に行っ

て来ました。本流の水量が減少してい

て、このまま雨が降らなければトイレ

の水が確保できないため、三峡パーク

の閉園も考えなければなりません。（７

月末の状況です）三峡パークの施設が

できてから渇水により閉園したことは

過去にはありません。それだけ気候変

動が顕著になっているのだと思います。 

それよりも大変なのが米や野菜を生産している農家の皆さんです。農作物は高温、水

不足により高温障害になり、生育不良や品質低下を引き起こします。２０２３年にも記

録的な猛暑により、新潟県ではコシヒカリの一等米比率が大幅に減少し。三等米の割合

が増加しました。 

全国的に米不足と叫ばれる中、気候変動により益々米不足になることを危惧していま

す。一日も早く雨が降り、猛暑と水不足が解消することを願ってやみません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

猛暑と水不足の影響 

農業ドローン散布に近づかない 
農業ドローンで除草剤・農薬散布等の作業中には作業エリアに近づかず、

農道を通行しないで別のルートで走行してください。ドローンは低空で

飛行しますので衝突する危険があります。ご理解とご協力をお願いいた

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

三峡パーク水源地上部の駒ヶ岳の滝 
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資 源 物 回 収 事 業 報 告 

令和７年７月の資源物回収収益は、200㌔で 8,800円でした。        

令和７年３月からの累計額は、870㌔で 38,280円となります。 

日頃からのご支援に感謝します。 

引き続きご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０日(木) 盆踊り実行委員会 西海地区公民館 ２４日(木) 西海おまんた連実行委員会 西海地区公民館

１６日(水) 糸魚川市教育懇談会 ヒスイ王国館 ２５日(金) 三峡パーク水源地水量確認 三峡パーク水源地

三峡パーク水源地水量確認 三峡パーク水源地 ２８日(月) グループホームうみかわ運営推進会議 グループホームうみかわ

おまんた祭り参加団体説明会 糸魚川市民会館 ２９日(火) 防災研修会 西海地区公民館
１８日(金)

西海の人口（前月末比） 

１，７０４人（－１７） 

 

 

世帯数（前月末比）

７５７（－５） 

発  行 

「西海地区自治振興協議会」会長 古畑伸一 
糸魚川市大字水保１８４５ 西海地区公民館内  

ＴＥＬ ５５２－０２６８ 

【克雪会議・行政懇談会】 
期日：１１月１０日(月) 

時間：13：30～ 

会場：西海地区公民館 2F 

※対象者様には、後日改めて案内 

いたします。 

 

 

 

 

 

自転車の交通違反に対して反則金制度が導入

されます 

♦導 入 時 期：R８年４月１日～ 

   対 象 者：１６歳以上の自転車運転者 

   対象となる違反：１１３種類の交通違反 

   反則金の金額：3,000 円から 12,000 円程度 

 

具体的な違反行為の一部紹介 

ながらスマホ：自転車運転中携帯電話を操作する行為 

公安委員会遵守事項：イヤホンの使用・傘差し運転する行為 

信号無視：信号に従わず進行する行為 

逆 走：自転車専用道路や車道を逆走する行為 

歩道通行：歩道を自転車で走行する行為 

並進禁止：横に２台以上並んで走行する行為 

乗車積載制限：２人乗りする行為 

                         

※自転車利用者は、ルールを理解し遵守すること

が求められます。「知らなかった」「気付かなかっ

た」は通用しません。今一度交通ルールの再確認

をしましょう。 

皆さん！知ってしますか？ 

 


